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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第27期
第２四半期
累計期間

第28期
第２四半期
累計期間

第27期

会計期間
自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日

自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日

自　平成23年４月１日
至　平成24年３月31日

売上高 (千円) 378,761 334,562 826,676

経常損失(△) (千円) △35,616 △144,040 △132,980

四半期(当期)純損失
(△)

(千円) △36,761 △99,109 △135,270

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) ─ ─ ─

資本金 (千円) 692,361 692,361 692,361

発行済株式総数 (株) 33,405 33,405 33,405

純資産額 (千円) 406,028 208,410 307,519

総資産額 (千円) 1,084,396 831,461 914,264

１株当たり四半期(当
期)純損失金額(△)

(円) △1,100.48 △2,966.90 △4,049.41

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ─ ─ ─

１株当たり配当額 (円) ─ ─ ─

自己資本比率 (％) 37.4 25.1 33.6

営業活動による
キャッシュ・フロー

（千円） △261,252 △113,492 △48,668

投資活動による
キャッシュ・フロー

（千円） △1,500 △1,612 △1,680

財務活動による
キャッシュ・フロー

（千円） 235,460 △34,140 223,010

現金及び現金同等物の
四半期末（期末）残高

（千円） 78,504 130,452 280,337

　

回次
第27期
第２四半期
会計期間

第28期
第２四半期
会計期間

会計期間
自　平成23年７月１日
至　平成23年９月30日

自　平成24年７月１日
至　平成24年９月30日

１株当たり四半期純利
益金額又は１株当たり
四 半 期 純 損 失 金 額
（△）

(円) 1,026.23 △421.77

(注) 1  当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移について

は記載しておりません。

2　売上高には、消費税等は含まれておりません。

3　持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため、記載しておりません。

4　第27期第２四半期累計期間及び第27期の潜在株式調整後1株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株

式は存在しますが,１株当たり四半期(当期)純損失であるため、第28期第２四半期累計期間は１株当たり四半

期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期累計期間において、当社において営まれる事業の内容に重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」から重要な変更はありません。

なお、文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものでありま

す。

　
継続企業の前提に関する重要事象等について

当社は、前事業年度末において２期連続して営業損失を計上いたしました。

このような状況により、当社は継続企業の前提に関する重要事象等が存在しております。

当社は、当該状況を解消すべく対策を講じ、売上増加、損益の改善を図ることを計画し実行いたします

が、当該計画通りに推移しなかった場合には、当社の財務状態及び経営成績に影響を及ぼす可能性があり

ます。

　
　
２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　
　
３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

　
１.提出会社の代表者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローに関する分析・検討内容

　
(1) 業績の状況

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の復興需要により景気回復が見られたもの

の、欧州債務問題に端を発した景気停滞の長期化やアジア経済の成長鈍化などの不安材料から、依然として

先行きの不透明な状況で推移いたしました。

半導体業界におきましては、スマートフォン（高機能携帯電話）やタブレット端末など携帯・通信分野

で使用する半導体需要は引き続き好調を維持しているものの、世界的な景気減速懸念から、経済環境はいま

だ予断を許さない状況にあります。

このような状況のもと、当社は半導体産業及び関連事業分野における最先端技術を支える検査計測装置

を中心に事業展開しております。主力製品であるマスクCD-SEMにつきましては、顧客の仕様ニーズに対応し

た製品開発を継続してまいりました。電子ビーム制御系を一新し最新のソフトウェアを搭載して高性能化

を進めた最新鋭機「Z7」は顧客に高い評価をいただき、当第２四半期累計期間において客先納入を済ませ

るとともに、引き続き受注を獲得して第３四半期累計期間中に出荷を予定しております。また、当社独自の

帯電防止技術の強みを発揮するナノインプリント基板への応用など新たな受注先の開拓にも注力しており

ます。

一方、電子スタンパー「EBLITHO」につきましては、その技術を基礎とするロールモールド露光装置の開

発が旭化成株式会社との共同開発で成功したことにより半導体以外の産業分野からも注目を集めました。

当第２四半期累計期間におきましても、この露光装置の試作用共同開発装置と当社独自に開発したロール

モールド評価用SEMを使用して顧客の現場で応用実験が進められております。

上記の結果、当第２四半期累計期間における業績につきましては、売上高334百万円（前年同四半期比

11.7％減）となりました。損益につきまして、営業損失138百万円（前年同四半期は31百万円の営業損失）、

為替差損2百万円を営業外費用に計上した結果、経常損失144百万円（前年同四半期は35百万円の経常損

失）、また、NEDOのイノベーション実用化助成事業預り金46百万円を補助金収入として特別利益に計上した

結果、四半期純損失99百万円（前年同四半期は36百万円の四半期純損失）となりました。
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(2) 財政状態の分析

(資産)

流動資産は、前事業年度末に比べて9.0％減少し、673百万円となりました。これは、受取手形及び売掛金が

99百万円増加した一方、現金及び預金が149百万円減少したことなどによります。 

　固定資産は、前事業年度末に比べて9.2％減少し、157百万円となりました。これは、有形固定資産が16百万

円減少したことなどによります。 

　この結果、総資産は、前事業年度末に比べて9.1％減少し、831百万円となりました。

　
(負債)

流動負債は、前事業年度末に比べ4.6％増加し、502百万円となりました。これは、預り金が44百万円減少し

た一方、支払手形及び買掛金が87百万円増加したことなどによります。 

　固定負債は、前事業年度末に比べて4.8％減少し、120百万円となりました。これは、長期借入金が11百万円

減少したことなどによります。 

　この結果、負債合計は、前事業年度末に比べて2.7％増加し、623百万円となりました。

　
(純資産)

純資産合計は、前事業年度末に比べて32.2％減少し、208百万円となりました。これは、利益剰余金が99百

万円減少したことによります。 

　
　
(3) キャッシュ・フローの分析

当第２四半期累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前第２四半期累計期

間末に比べ51百万円増加し、130百万円となりました。

当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果使用した資金は113百万円（前第２四半期累計期間に使用した資金は261百万円）となり

ました。これは主に、仕入債務の増加が87百万円あった一方で、売上債権の増加が99百万円、預り金の減少が

44百万円あったことなどによります。  

(投資活動によるキャッシュ・フロー)　

投資活動の結果使用した資金は1百万円（前第２四半期累計期間に使用した資金は1百万円）となりまし

た。これは、敷金及び保証金の差入による支出が1百万円あったことなどによります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果使用した資金は34百万円（前第２四半期累計期間に獲得した資金は235百万円）となり

ました。これは主に、短期借入金の減少が24百万円あったことなどによります。

　
　
(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当社は、当第２四半期累計期間において営業損失を計上していることから、引き続き主力製品の技術力向

上による競争力の強化・確保を目指すとともに、新たな製品を開発し、複数製品の製造・販売による経営の

安定化を図るべく、以下のとおり対応してまいります。

①主力製品マスクCD-SEMの技術力の向上

②複数製品の製造・販売による経営の安定化

上記を柱に売上増加、損益の改善を図ることが当社の最重要経営課題であると認識しております。

　
　
(5) 研究開発活動 

当第２四半期累計期間における研究開発費は20百万円であります。
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２.事業等のリスクに記載した重要事象等についての分析・検討内容及び当該重要事象等を解消し、又は改

善するための対応策

　
当社は、前事業年度末において２期連続して営業損失を計上いたしました。

このような状況により、当社は継続企業の前提に関する重要事象等が存在しております。

当社は当該状況を解消すべく対策を講じ、売上増加、損益の改善を図るため、以下のとおり対応してまい

ります。

① 主力製品マスクCD-SEMの技術力の向上

主力製品であるマスクCD-SEMは、分解能ばかりではなくスループットも大幅に向上させる研究開発

を継続しております。

最新鋭機「Z7」は、電子ビーム制御系を一新し最新のソフトウェアを搭載して、低雑音化・耐温度・

振動性能向上などによる高性能化等に加え、大幅なスループット向上を達成することができ顧客より

高い評価を受けてきました。引き続き顧客の多様なニーズに応えるべくオペレーションテーブル、本

体、レンズラック、搬送系を１体化するオールインワン構造にスタイルを一新し、更なる耐温度・振動

性能の向上に努めております。また、当社独自の帯電防止技術の強みを発揮するナノインプリント基板

への応用など新たな市場の受注先の開拓にも注力しております。

今後も、性能向上と顧客志向性を目指してマスクCD-SEMの商品化に努めてまいります。

② 複数製品の製造・販売による経営の安定化

当社の製品構成がマスクCD-SEMに大きく依存している状況から、同装置の販売動向により業績も大

きく変動するリスクを回避するために、製品のラインアップの充実を計画しております。

当社の「EBLITHO」の技術を基礎とするロールモールド露光装置は、旭化成株式会社との共同開発に

おいて大きな成果を収めました。この共同開発に関連して、当社独自に開発したロールモールド評価用

SEMも高く評価され、露光装置の試作用共同開発装置と併せて顧客の現場で応用実験が進められており

ます。

一方、電子ビーム高速検査装置につきましても実マスクでのテストを行い、次世代以降の最先端マス

ク検査に有効な装置であることを実証していることから研究開発を継続しております。国内外の大手

半導体及び関連メーカーからの早期の受注獲得を目指して、次なる柱として経営の安定化を図りたい

と考えております。

また、資金面につきましては、当社と主要株主である株式会社エー・アンド・デイとの間で運転資金の

融資を目的とした契約締結を行っているため、当面の事業展開における資金面での支障はないと考えて

おります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 102,000

計 102,000

　
② 【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成24年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 33,405 33,405
大阪証券取引所
JASDAQ

（スタンダード）

当社は単元株制度を採用して
おりません。

計 33,405 33,405 ― ―

　

　
(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　
　
(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年７月１日～
平成24年９月30日

─ 33,405 ─ 692,361 ─ 635,681
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(6) 【大株主の状況】

平成24年9月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社エー・アンド・デイ 東京都豊島区東池袋三丁目23番14号 10,216 30.58

冨加津　好夫 東京都多摩市 4,415 13.21

新田　　純 埼玉県所沢市 830 2.48

大本　和則 山口県宇部市 592 1.77

嶋崎　勝次 大阪府守口市 500 1.49

東風海運株式会社 東京都千代田区内幸町2丁目2-1 492 1.47

東　　祥弘 東京都新宿区 456 1.36

穴澤　紀道 東京都東大和市 435 1.30

星野　はるみ 埼玉県鶴ヶ島市 400 1.19

飯田　康夫 東京都八王子市 381 1.14

計 ― 18,717 56.03

　
　
(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成24年9月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ― ─

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ─

議決権制限株式(その他) ─ ─ ─

完全議決権株式(自己株式等) ─ ― ─

完全議決権株式(その他) 普通株式　33,405 33,405 ─

単元未満株式 ─ ― ─

発行済株式総数 33,405 ― ―

総株主の議決権 ― 33,405 ―

　

② 【自己株式等】

平成24年9月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

─ ─ ─ ─ ─ ─

計 ― ─ ─ ─ ─

　
　
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間(平成24年７月１日から

平成24年９月30日まで)及び第２四半期累計期間(平成24年４月１日から平成24年９月30日まで)に係る四

半期財務諸表について、アーク監査法人により四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。　
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

前事業年度
(平成24年３月31日)

当第2四半期会計期間
(平成24年9月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 280,337 130,452

受取手形及び売掛金 204,574 304,541

原材料 21,445 16,821

仕掛品 228,284 209,300

その他 5,768 12,496

流動資産合計 740,410 673,613

固定資産

有形固定資産 148,585 132,444

無形固定資産 1,181 755

投資その他の資産 24,086 24,649

固定資産合計 173,853 157,848

資産合計 914,264 831,461

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 58,344 146,017

短期借入金 246,000 222,000

1年内返済予定の長期借入金 20,280 21,970

未払法人税等 3,099 2,448

製品保証引当金 30,000 31,000

賞与引当金 － 6,515

その他 122,929 73,038

流動負債合計 480,653 502,989

固定負債

長期借入金 49,300 37,470

退職給付引当金 76,790 82,591

固定負債合計 126,090 120,061

負債合計 606,744 623,051

純資産の部

株主資本

資本金 692,361 692,361

資本剰余金 635,681 635,681

利益剰余金 △1,020,524 △1,119,633

株主資本合計 307,519 208,410

純資産合計 307,519 208,410

負債純資産合計 914,264 831,461
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　(2)【四半期損益計算書】
　　【第2四半期累計期間】

(単位：千円)

前第2四半期累計期間
(自 平成23年４月１日
 至 平成23年９月30日)

当第2四半期累計期間
(自 平成24年４月１日
 至 平成24年９月30日)

売上高 378,761 334,562

売上原価 250,813 285,086

売上総利益 127,947 49,476

販売費及び一般管理費

役員報酬 20,060 18,133

給料及び手当 34,459 26,357

研究開発費 11,061 20,804

修繕維持費 4,711 14,062

製品保証引当金繰入額 － 7,605

その他 89,296 101,057

販売費及び一般管理費合計 159,590 188,020

営業損失（△） △31,642 △138,544

営業外収益

受取利息 13 28

製品保証引当金戻入額 3,500 －

その他 66 27

営業外収益合計 3,579 56

営業外費用

支払利息 1,509 2,986

為替差損 5,997 2,403

その他 47 162

営業外費用合計 7,554 5,552

経常損失（△） △35,616 △144,040

特別利益

補助金収入 － 46,075

特別利益合計 － 46,075

税引前四半期純損失（△） △35,616 △97,964

法人税、住民税及び事業税 1,145 1,145

四半期純損失（△） △36,761 △99,109
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　(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第２四半期累計期間
(自 平成23年４月１日
 至 平成23年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成24年４月１日
 至 平成24年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純損失（△） △35,616 △97,964

減価償却費 17,540 23,606

賞与引当金の増減額（△は減少） 142 6,515

製品保証引当金の増減額（△は減少） △6,000 1,000

退職給付引当金の増減額（△は減少） △783 5,800

受取利息及び受取配当金 △13 △28

支払利息 1,509 2,986

為替差損益（△は益） 5,314 1,511

売上債権の増減額（△は増加） △292,453 △99,967

たな卸資産の増減額（△は増加） 2,734 16,746

仕入債務の増減額（△は減少） 32,710 87,189

前受金の増減額（△は減少） 250 14,425

未収消費税等の増減額（△は増加） 3,186 △8,290

未払消費税等の増減額（△は減少） － △7,844

預り金の増減額（△は減少） △165 △44,930

その他 17,071 △8,732

小計 △254,572 △107,977

利息及び配当金の受取額 13 28

利息の支払額 △2,561 △3,253

法人税等の支払額 △4,132 △2,290

営業活動によるキャッシュ・フロー △261,252 △113,492

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,500 △178

敷金及び保証金の差入による支出 － △1,434

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,500 △1,612

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 250,000 △24,000

長期借入金の返済による支出 △14,540 △10,140

財務活動によるキャッシュ・フロー 235,460 △34,140

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1,887 △639

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △29,180 △149,884

現金及び現金同等物の期首残高 107,685 280,337

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 78,504

※1
 130,452
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。

　
　
【会計方針の変更等】

(会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更)

当社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有形固定

資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

これによる、当第２四半期累計期間の営業損失、経常損失及び税引前四半期純損失に与える影響は軽微

であります。

　

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。

　
　
【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

前事業年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期会計期間
(平成24年９月30日)

 　　手形割引高

受取手形割引高 9,121千円

 　　手形割引高

受取手形割引高 12,635千円

　
　
(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

　
前第２四半期累計期間
(自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日)

※1　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

(平成23年9月30日現在)

現金及び預金勘定 78,504千円

３ヶ月以内に償還期限の到来する
短期投資

─千円

現金及び現金同等物 78,504千円
 

※1　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

(平成24年9月30日現在)

現金及び預金勘定 130,452千円

３ヶ月以内に償還期限の到来する
短期投資

─千円

現金及び現金同等物 130,452千円
 

　

(株主資本等関係)

前第２四半期累計期間(自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日)

１　配当金支払額

該当事項はありません。

　
２　基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間 の末

日後となるもの

該当事項はありません。

　

当第２四半期累計期間(自　平成24年４月１日　至　平成24年９月30日)

１　配当金支払額

該当事項はありません。

　
２　基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

   前第２四半期累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)及び 

   当第２四半期累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日)

当社は、電子ビーム技術を応用した製品・サービスの単一事業となっております。したがって、当社は、「電

子ビーム関連」を単一の報告セグメントとしているため、記載を省略しております。 

　

　

(１株当たり情報)

　
１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。
　

項目
前第２四半期累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日)

 １株当たり四半期純損失金額 1,100円48銭 2,966円90銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純損失金額(千円) 36,761 99,109

普通株主に帰属しない金額(千円） ― ―

普通株式に係る四半期純損失金額(千円) 36,761 99,109

普通株式の期中平均株式数(株) 33,405 33,405

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

新株予約権(平成15年6月
27日　定時株主総会決議)
は平成23年６月27日を
もって行使期間を終了し
たことにより、失権いたし
ました。

―

　
    (注)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額について、前第２四半期累計期間は、潜在株式は存在しますが１

株当たり四半期純損失であるため、当第２四半期累計期間は１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在

株式が存在しないため、記載しておりません。

　
　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　
　
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年10月24日

株式会社　ホロン

取締役会  御中

アーク監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    吉村　淳一　　　　　    印

　
指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    上田　正樹　　　　　    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社ホロンの平成24年４月１日から平成25年３月31日までの第28期事業年度の第２四半期会計期間(平成24

年７月１日から平成24年９月30日まで)及び第２四半期累計期間(平成24年４月１日から平成 24年９月30日
まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計
算書及び注記について四半期レビューを行った。

　
四半期財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半
期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期
財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ
る。

　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に
対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当
と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ホロンの平成24年９月30日現在の財政状態並
びに同日をもって終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示して
いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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